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《はじめに》 

本学が「地域貢献」を大学の使命の一つとして位置付け 2015 年 4 月に開設した社学連携推進

機構は、2017 年度から本学アドバイザリーボード会議（今年度は 2021 年 1 月〜2 月に持ち回り

開催）を年 1 回開催し、学外有識者の皆様から本学の社学連携活動についてご指導ご助言を賜

り、質の保証と転換に取り組んでいます。また、開設以来、年度報告書を発行し、「社学連携ポ

リシー」だけでなく 2018 年度からは測定可能な到達目標も設定し、自己点検・評価を実践して

います。これらの取り組みが評価され、2020 年度私立大学等改革総合支援事業タイプ３「地域

社会への貢献（地域連携型）」に 2 年連続で採択されました（申請大学 151 校中 49 校採択）。 

しかし、2020 年度は、新型コロナウイルス感染症（COVID–19）の感染予防対策として、本

学でも学内への学外者の立ち入り禁止、教職員・学生の学外での活動自粛を余儀なくされまし

た。その結果、社学連携推進機構は予定していた活動の多くを中止しました。このような状況下

においても粛々と年度報告書を作成すべきであると考え、本報告書には COVID–19 禍において

も実施した活動ならびに自己点検・評価を取りまとめました。関係者各位におかれましては、

「地域と共に学ぶ大学」としてウィズコロナ／ポストコロナ時代においても兵庫医療大学がさら

に発展していくため、是非、ご一読の上、ご指導・ご助言いただければ幸いでございます。 

 
《2020 年度の活動報告》 

地域創生を目指して 

<到達目標>  
①−１：新卒学生における兵庫県内就職率

50%以上 
①−２：地域創生に資する Project Based 

Learning 実践学生 10 名以上/年 
①−３：兵庫県多自然地域の企業における

新製品開発支援 2 件以上/年 

兵庫県の助成を受け薬学部「薬活オウル

ズ」が取り組んでいる「もっと兵庫の薬草を

知ろう・広めよう・味わおう」プロジェクト

も、COVID–19 禍の煽りを受け、「漢方の里

まつり」「薬草を食べよう！」などの恒例行

事を 2020 年度は開催できませんでした。し

かし、学生たちが参加できなかったのが残念

ですが、丹波市立和田小学校との連携活動

「当帰葉栽培プロジェクト」については、3

年目ということもあり、和田小学校に主体的

に取り組んでいただき、児童たちにより当帰

葉が無事に収穫されました。現地での「薬活

オウルズ」による運営・活動支援がなくて

も、地域で「当帰葉栽培プロジェクト」を遂

行できるようになったことを実感し、これこ

そ真の地域創生であると喜んでいる次第で

す。なお、児童たちが収穫した当帰葉は、

「薬活オウルズ」の企画提案による新しい商

品名・パッケージにて丹波市立薬草薬樹公園

のリニューアルオープンを記念して 2020 年

10 月から 3 年ぶりに販売が復活された入浴材

「ポカポカとうき葉風呂」の原材料として活

用されました。 

学生たちと薬草組合トウキ生産部会の皆さ

んとの協働による当帰葉栽培は、COVID–19

感染状況を見計らって、6 月、7 月そして 10

月に各月 1 回ずつ実施し、10 月に収穫した当

帰葉を使った新製品「特選新葉とうき葉茶」

の開発に貢献しました。 

2020年度の活動報告

はじめに
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さらに、薬学部 2〜4年生 11 名が自宅で当

帰葉を使ったメニューの開発に取り組み、

「薬学生が考えた！お手軽トウキ葉レシピブ

ック」を 2021年 3月に発刊できました。こ

の取り組みは 4月 21 日に神戸新聞に、4月

22 日に丹波新聞に大きな記事として取り上げ

ていただき、学生たちも大喜びです。なお、

トウキ葉料理レシピブックは、丹波市立薬草

薬樹公園における当帰葉ポット苗の販売開始

に合わせ 2021年 4月 22 日から同公園にて無

料配布しています。 

これらの活動を通して学生 30 名（延総

数；前年度 77 名）が地域創生を目的とする

PBLを実践するとともに、新製品として「ポ

カポカとうき葉風呂」と「特選新葉とうき葉

茶」の開発も支援できました。素晴らしいレ

シピブックも制作することができ、COVID–

19禍にも関わらず、何とか到達目標①−２と

①−３を達成できました。なお、2020年度の

3学部卒業生の兵庫県下への就職率は 61.2%

でした（前年度 62.9%）ので、到達目標①−１

も達成しています。 

地域医療を担う人材の育成 

<到達目標>  
②−１：ポーアイコモンズ／篠山コモンズ

での活動 10回以上/年 
②−２：地域医療の発展に資する Service 

Learning実践学生 30 名以上/年 

本学と協定を締結している丹波篠山市健康

福祉部が 2020年度に開催する予定であった

恒例行事はすべてキャンセルされただけでな

く、本学は兵庫医療大学・ポーアイコモンズ

と篠山コモンズにおける活動も自粛しまし

た。その結果、今年度は、コモンズを活用し

た Service Learning実践の場を学生たちにま

ったく提供できず、残念ながら、到達目標②−

１と②−２を達成できませんでした。 
 

共同研究・受託研究の推進 

<到達目標>  
③−１：企業との共同研究・受託研究の実

施 5 課題以上/年 
③−２：他大学との共同研究の実施 1 課題

以上/年 
③−３：共同研究の成果として論文・学会

発表または特許出願 1 件以上/年 

2020年度の共同研究・受託研究は前年度か

らの継続 8 課題と新規 4 課題です（表 1）。

2019年度の 15 課題には及びませんでした

が、共同研究・受託研究 12 課題の実施、摂

南大学との共同研究の継続、そして、これら

の研究成果として 3 編の論文の発表（表 2）
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により、到達目標③−１〜③−３すべてを達成

できました。 

表 1．2020 年度 共同・受託研究一覧＊ 

 共同・受託研究機関 学内担当者# 

継 
 

続 

摂南大学 
 （共同研究） 

薬・准教授 
清水 忠 

ユニ・チャーム（株） 
 （共同研究） 

リハ・教授 
川口 浩太郎 

（株）ホーマーイオン研究所 
 （共同研究） 

リハ・教授 
玉木 彰 

（株）ﾅｶﾞｾﾋﾞｭｰﾃｨｹｱ 
 4/1/2019〜9/30/2020 
 （受託研究） 

薬・教授 
戴 毅 

兵庫医科大学 
国立研究開発法人理化学研究所 
 （共同研究） 

リハ・ 
准教授 
宮本 俊朗 

奈良県薬事研究センター 
 7/1/2019〜3/31/2021 
 （共同研究・契約１） 

薬・講師 
岩岡 恵実子 

マクセル株式会社 
 （共同研究） 

リハ・教授 
坂口 顕 

国立研究開発法人 
日本医療研究開発機構 
 （委託研究） 

薬・教授 
田中 明人 

新 
 

規 

国立研究開発法人理化学研究所 
 （共同研究） 

薬・教授 
戴 毅 

（株）ﾅｶﾞｾﾋﾞｭｰﾃｨｹｱ 
 10/1/2020〜3/31/2022 
 （受託研究） 

薬・教授 
戴 毅 

奈良県薬事研究センター 
 11/1/2020〜3/31/2021 
 （共同研究） 

薬・講師 
岩岡 恵実子 

（株）木幡計器製作所 
 （共同研究） 

リハ・教授 
玉木 彰 

＊ 連携先機関等との守秘契約のため、取り組んでい
る共同・受託研究の課題名、テーマ等は記載して
いません. 

＃ 薬：薬学部、リハ：リハビリテーション学部. 
 

表 2．2020 年度 共同・受託研究の成果発表 

1) 上田昌宏，清水 忠，薬学生を対象としたチーム

基盤型学習による EBM 教育～兵庫医療大学にお

ける取り組み～，薬学教育，2020，4，2019-

033. 

2) 清水 忠，西村奏咲，大原隆司，薬学部初年次学

生に対する基礎有機化学と臨床をつなぐチーム

基盤型学習のデザインと評価，リメディアル教

育研究，2020，14，29-37. 

3) 藤原正規，中澤公揮，甲谷 繁，塚本効司，小渕

修平，上田寛樹，川島 祥，上田昌宏，清水 

忠，物理系薬学実習におけるレポートルーブリ

ックおよびピア評価導入の試み，薬学教育，

2021，5，2020-068. 

4) 尾崎晴美，塚越累，笹山賢一，近藤 唯，井上康

司，川口浩太郎，骨盤帯ベルトが運動力学的観

点から歩行に及ぼす影響，運動器リハビリテー

ション，2020，31(2)，129-135. 

「ひとづくり」支援 

<到達目標>  
④−１：薬剤師生涯学習セミナーの開催 2

回以上/年 
④−２：地域在宅看護実践力育成プログラ

ム受講者 10 名以上/年  
④−３：PT・OT 臨床力ステップアッププ

ログラム受講者 10 名以上/年 

2020 年度も文部科学省認定「職業実践力育

成プログラム（Brush-up Program: BP）」

として、看護学研究科では「地域在宅看護実

践力育成プログラム」を開講し 10 名の修了

者に、医療科学研究科では「PT・OT 臨床力

ステップアッププログラム」を開講し 11 名

の修了者に、履修証明書を発行しました（表

3）。COVID–19 禍においても到達目標④−２

と④−３を達成できたことは、両研究科の教員

だけでなく、ご協力いただいている学外講師

の皆さまが、YouTube などを活用した非同期

型リモート授業、Zoom や Meet などを駆使

した同期型リモート授業、そして感染予防に

留意しつつ対面授業を効果的に実施した賜物

です。学外講師の皆さまには、この場を借り

て、お礼申し上げます。なお、2021 年度は

「在宅看護実践力育成プログラム」を 11 名

が、「PT・OT 臨床力ステップアッププログ

ラム」を 6 名が受講予定です。 
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薬学研究科では、COVID-19 禍の影響によ

り、地域の薬剤師を対象として年 2 回開催予

定の「生涯研修セミナー」を 1 回しか開催で

きませんでした。また、全 8 回シリーズの

「中医薬実践講座 中級」については開催を自

粛しました。しかし、薬学部・准教授・清水

が、地域薬剤師の生涯学習の場としてオンラ

インにて Evidence Based Medicine（EBM）

実践講習会を 7 月から毎月 1 回提供しまし

た。毎回参加者も多く、到達目標④−１を達成

できたと考えています。 

表 3．年度別 BP 受講者・修了者数 

年度 
地域在宅看護実践育成プログラム 

受講生 修了生 

2016 18 14 

2017 12 13 

2018 20 20 

2019 11 11 

2020 12 10 

2021 11  

   

年度 PT・OT 臨床力ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

2016 14 13 

2017 7 7 

2018 6 5 

2019 16 13 

2020 14 11 

2021 6  

   

総数 147 117 

一方、地域住民を対象として計画していた

講座、セミナーの多くは COVID-19 感染予防

対策の一環として開催自粛しましたが、オン

ラインで対応可能な講座とワークショップに

ついては開催しました。表 4 にまとめたよう

に、2020 年度はオンライン EBM 実践講習会

を含め講演会、セミナー等を 14 回しか開催

できませんでした（昨年度実績 60 回）。今

回のようなパンデミックにおいても地域の住

民や医療専門職者に生涯学習の場を提供でき

るプラットフォームの設計と確立が急務であ

ると痛感しているところです。 

表 4．2020 年度に実施した講演会、セミナー等 

開催日 
講演会、セミナー等の演題 

（担当者＊） 

7 月 17 日（金） 

第 1 回 Web–EBM 倶楽部 

COVID–19 に対する 
デキサメタゾンの効果 

（薬・清水 忠、 
摂南大・薬・上田昌宏） 

8 月 22 日（土） 

第 2 回 Web–EBM 倶楽部 

バロキサビルの 
家庭内感染予防効果 
（薬・清水 忠、 

摂南大・薬・上田昌宏） 

9 月 26 日（土） 

第 3 回 Web–EBM 倶楽部 

エンパグリフロジンの糖尿病患者
以外への心不全への適用研究 

（薬・清水 忠、 
摂南大・薬・上田昌宏） 

10 月 24 日（土） 

ポーポキ・ピース・ネットワーク 
第 10 回ワークショップ 
「健康って、なに色？」 

（薬・桂木 聡子） 

10 月 31 日（土） 

第 4 回 Web–EBM 倶楽部 

システマティックレビューの読み方 1 

～ビタミン D サプリメントと 
死亡率との関連を題材に～ 

（薬・清水 忠、 
摂南大・薬・上田昌宏） 

11 月 28 日（土） 

第 5 回 Web–EBM 倶楽部 

システマティックレビューの読み方 2 

～SGLT2 阻害薬と循環器疾患発生
との関連を題材に～ 
（薬・清水 忠、 

摂南大・薬・上田昌宏） 

12 月 29 日（火） 

第 6 回 Web–EBM 倶楽部 

年末スペシャル 
～今年、気になった論文を 

一気に紹介します～ 
（薬・清水 忠、 

摂南大・薬・上田昌宏） 

1 月 24 日（日） 

第 7 回 Web–EBM 倶楽部 

システマティックレビューの読み方 3 

～マスクとインフルエンザ 
ウイルス感染率との関係～ 

（薬・清水 忠、 
摂南大・薬・上田昌宏） 
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2月 27 日（土） 

処方支援の基盤となる 
医薬品情報とは！ 

〜入手可能な医療情報を 
最大限活用するために〜 
（摂南大・薬・上田昌宏） 

2月 28日（日） 

第 8回 Web–EBM 倶楽部 

高齢者に対する 
エドキサバンの効果 
（薬・清水 忠、 

摂南大・薬・上田昌宏） 

2月 28日（日） 

大学都市 KOBE！発進プロジェクト 

特別講義 

あなたの知らない薬のフシギ 
（薬・岩岡 恵実子、桂木 聡子） 

3月 12 日（金） 

嚥下機能低下予防講座 
〜いつまでも自分の口から 
食べ続けるために〜 
（薬・桂木 聡子） 

3月 13 日（土） 

パパが知っておきたい、 
子どもへの関わり方の秘訣 

〜夜の学舎編〜 
（看・阿川 勇太） 

3月 27 日（日） 

第 9回 Web–EBM 倶楽部 

緊急避妊薬のコクラン 
システマティックレビュー 

（薬・清水 忠、 
摂南大・薬・上田昌宏） 

＊ 薬：薬学部、看：看護学部. 

「ものづくり」支援 

<到達目標>  
⑤−１：企業との共同研究の実施 2課題以
上/年 

⑤−２：企業における課題解決に資する

Project Based Learning (PBL) 実践学
生 5名以上/年 

⑤−３：企業における新製品開発支援 2件
以上/年 

到達目標⑤−１〜⑤−３は以下に記すように

2020年度も達成できました。 

2020年度は 5企業（前年度 8企業）と 6

課題の共同研究を実施しました（表 1）。こ

れらの共同研究では、（株）ホーマーイオン

研究所の課題について理学療法学科の学生 2

名、（株）木幡計器製作所の課題について理

学療法学科の学生 3名、（株）ナガセビュー

ティケアの課題について薬学部の学生 6名、

マクセル（株）の課題について理学療法学科

の学生 5名、総数 16名が PBLを実践できま

した。 

一方、本学との連携により企業が開発した

新製品としては、「薬活オウルズ」が開発支

援した（株）ウェルネスサプライの「ポカポ

カとうき葉風呂」「特選新葉とうき葉茶」、

そして東京クラフトリキュールの「TOM 

GIN #15 橘・丹波当帰」が挙げられます。 

 

「まちづくり」支援 

<到達目標>  
⑥−１：地域の健康づくりに資する Service 

Learning実践学生 20名/年 
⑥−２：「兵庫医療大学健康づくりサポー

ターバンク事業」新規登録者 5名/年 

2020年度は、本学公認サークル「ポーアイ

多職種連携学生ネットワーク（ポーアイネッ

ト）」の学生達はまったく活動できませんで

した。また、2018年度に立ち上げた「兵庫医

療大学 健康づくりサポーターバンク事業」で

は、リハビリテーション学部・講師・永井ら

が主催する「介護予防推進サポーター養成プ

ロジェクト」講習会も開催自粛しました。そ

の結果、到達目標⑥−１と⑥−２を未達です。 

しかし、既に同講習会を修了し、本学サポ

ーターバンク事業に登録しているサポーター
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2 月 27 日（土） 

処方支援の基盤となる 
医薬品情報とは！ 

〜入手可能な医療情報を 
最大限活用するために〜 
（摂南大・薬・上田昌宏） 
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（薬・岩岡 恵実子、桂木 聡子） 

3 月 12 日（金） 

嚥下機能低下予防講座 
〜いつまでも自分の口から 

食べ続けるために〜 
（薬・桂木 聡子） 
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（総登録者数 63名）の皆さんが、社会性の

低下がフレイルや認知症に結びつく可能性が

あることを憂慮し、7月 23日から 2021年 3

月 25日にかけて港島ふれあいセンター（毎

月第 4月曜日）、宮本地域福祉センター（毎

月第 4木曜日）そして籠池地域福祉センター

（毎月第 3月曜日）においてデュアルタスク

やオリジナルのプログラムを駆使した介護予

防体操教室を 18回（前年度 42回）も自主運

営されました。同教室への参加者延総数は、

地域住民 196名（前年度 826名）、登録サポ

ーター86名（前年度 136名）でした。 

一方、リハビリテーション学部・理学療法

学科の 4年生 5名は、ステイホームを実践す

る地域住民の皆さんの健康づくりを支援する

ため、学外の公園で試行錯誤しながら制作活

動に取り組み、4ページにも渡るパンフレッ

ト「自宅でできる簡単エクササイズ」を永井

らの監修の下で完成させました。なお、同パ

ンフレット（2万部）は中央区の皆さんに新

聞折込みとして配布させていただきました。 
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登録サポーターの皆さんの熱意と行動力に

より「地域の、地域による、地域のための健

康づくり」が自主的に実践されただけでな

く、地域に定着してきたこと、そして学生た

ちが「地域の、地域による、地域のための健

康づくり」を支援するために素晴らしいパン

フレットを自主制作したことは、本学だけで

なく地域にとっても大きな成果だと考えてい

ます。 

《自己点検・評価》 

2020年度の活動を通して、社学連携ポリシ

ー②「地域医療を担う人材の育成」について

設定した到達目標②−１と②−２、ポリシー⑥

「まちづくり」支援において設定した到達目

標⑥−１と⑥−２については未達ですが、ポリ

シー①、③〜⑤において設定した到達目標に

ついては何とか達成できました。 

ポリシー②と⑥の到達目標が未達に終わっ

た原因が COVID–19禍であることは疑う余

地もありません。しかし、それだけが原因で

はありません。地域医療の発展または地域の

健康づくりに資する Service Learningの場を

学生たちに提供できなかったもう一つの原因

は、対面での Service Learningしか想定して

いなかった本学のリスクマネジメントの甘さ

です。2020年度に学部学生・大学院生に向け

て Zoom、Meet、Teamsなどを活用しつつ非

同期型または同期型リモート授業を実施した

経験を糧に、新しい生活様式に対応できるフ

レキシブルな社学連携活動オペレーションシ

ステムを立案そして確立する必要性を痛感し

た次第です。ただし、学生たちの学びの場で

ある Service Learningの対象者の多くが、リ

モート参加するためのツールやノウハウを持

たない、つまりデジタル難民とよばれる高齢

者であるという大きな課題も立ちはだかって

います。 

これらの課題が浮き彫りにされた 2020年

度をポジティブに捉え、地域住民の健康増

進・介護予防と、地域住民だけでなく地域医

療専門職者の生涯学習支援をウィズコロナ・

ポストコロナ時代において実践できる社学連

携活動プラットフォームをソフト・ハードの

両面から、より一層、強化・整備していく所

存です。 

以上
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【兵庫医療大学 社学連携ポリシー】 

 

①地域創生をめざして 

  兵庫県は、他の地方自治体と同様に、少子高齢化、転出超過などの問題に直面しています。これらの

問題点を解決するため、兵庫医療大学は、兵庫県ならびに県内の市町村と協働し、本学の知と経験を地

域創生のために積極的に活用していきます。 

 

②地域医療を担う人材の育成 

  超高齢社会に突入した日本では、今後さらに、地域医療の充実が求められます。兵庫医療大学は、地

域社会から地域社会とともに学ぶ双方向型教育研究を実践し、高度医療専門職者として地域に根ざして

地域医療を担う人材の育成に取り組みます。 

 

③共同研究・受託研究の推進 

  科学技術創造立国を目指す日本において、大学の研究活動に大きな期待が寄せられています。兵庫医

療大学は、本学の知的財産などの様々な研究成果を活用する共同研究・受託研究を推進し、大学の知と

経験の社会還元に積極的に取り組みます。 

 

④「ひとづくり」支援 

  「21 世紀兵庫長期ビジョン」において兵庫県は、県民主役・地域主導による一人一人が元気な成熟

社会を目指しています。兵庫医療大学は、この兵庫県の取り組みを支援するため、高大連携、生涯学

習、リカレント教育などの学びの場を積極的に提供し、地域社会における「ひとづくり」に、持続的に

取り組みます。 

 

⑤「ものづくり」支援 

  医療や健康づくりをキーワードとして「ものづくり」に取り組んでいる在兵庫企業は、独自技術の未

活用、科学的根拠の不足など、様々な課題を抱えています。兵庫医療大学は、本学の知と経験を活用す

ることにより、それらの企業が直面する課題の解決を目指して協働し、地域社会における産業イノベー

ションを積極的に支援します。  

 

⑥「まちづくり」支援 

  「ひとづくり」と「ものづくり」だけでなく、「まちづくり」も大学に求められている社会貢献の一

つです。兵庫医療大学は、兵庫県、県下の市町村、そして地域社会と協働しつつ、教職員だけでなく、

学生達の地域活動への参加を促進し、大学の知と経験を活用した「まちづくり」に取り組みます。 

 


